
司会：管理者　奥山 竜平　

記録者：管理者　奥山 竜平　

事業所名

開催日時

開催場所

構成員 人数 備考

地域の関係者 1 地域住民・実業家

福祉関係者 1 成年後見人

保護者 1 利用者家族

利用者 2 ホーム入居者

相談事業所 1 相談員

事業所職員 2 グループホーム管理者(相談員兼務)・支援員

法人職員 1 理事

議題

協議内容
・意見等

(特非)朔日の会　令和8年度(第1回) 地域連携推進会議　議事録

シュクレサレ

共同生活ホーム シュクレサレ

共同生活ホーム HorteCosmo
対象事業所

1. 集合　HorteCosmoへ移動
2. グループホームHorteCosmo・生活介護べるく社見学
3. 議事
　　始めに　参加者紹介
　　(1)ホームの近況報告
　　(2)見学の感想
　　(3)その他
4. 閉会

1.2.4　省略

3. 議事

　始めに　今回の参加事業所職員の自己紹介

　(1)ホームの近況報告

　　① 利用者の状況(入退所・入退院・その他)
　　　・HorteCosmo
　　　　5月11日　新規入居者(女性)1名
 
　　　　6月 9日　入院　4週間の予定　1名
　　　　入院目的：服薬調整　　入院中も職員が面会その他必要な支援を継続

　　② ホームの取り組み(行事・地域交流など)
　　　・シュクレサレ
　　　　6月 7日　地域のクリーン活動に参加

　　③ 環境改善(設備・備品等)
　　　　特になし

    ④ 事故・ヒヤリハット・苦情
　　　・シュクレサレ
　　　　薬1包の紛失
　　　・HorteCosmo
　　　　与薬の間違い1名
　

令和  8年　6月　17日(水)　10:30～12:00

参加者

シュクレサレ⇒HorteCosmo　

＜確認欄＞



備考
(次回開催予定等)　令和9年2月の開催予定です。1月に調整のためのご連絡をさせてい
　　　　　　　　　ただきます。ご協力をよろしくお願いいたします。

 
   (2)見学の感想
　　　HorteCosmo(2階)の感想
　　　・前回見学したシュクレサレと見比べることで建物の作りや違いがわかりました。
　　　・お互い良いところがあるのだと思いました。
　　　・1年違いで建築されたと聞いて、環境や掃除の状況がそれぞれ違うと感じました。

　　　生活介護べるく社(1階)の感想
　　　・空間にゆとりがあって環境が良いように見えました(天井の高さや窓の明るさ)

 　(3)その他
　　　作業の種類や作業内容について
　　　・内職として箱折、コーナーパット組み立て、両面テープ貼り等
　　　・屋外の仕事として畑仕事(柿や蜜柑などの果樹栽培)に行く方もいらっしゃいます。
　　　・工賃向上の為の補助金を活用し、草刈り機とオートテーパ―の購入をします。
　　　・日々のやりがいを持てるよう、作業の充実を図りたいと考えています。
　　　・過去には自前の果実を使ったお菓子作りをして外部販売をしたこともありました。
　　　・参加された利用者様からは得手不得手もあるなかでの取り組みですとのお話しが
　　　　ありました。

　　　年間の行事
　　　・昨年度は生活介護の主催で、グループホームからの応援体制でバーベキュー、
　　　　日帰り旅行、新年会での餅つき行事などを行いました。

　
　　　以上2点の薬に関する事故についての説明とご意見

　　　・事業所としては与薬マニュアルを作成し、その実施を徹底できる形式で、看護師
　　　　が薬のセットをしています。２件の事故共に支援者側の確認不足や緊張感の欠如
　　　　から起きた人的なミス。幸いに健康被害がなかったことは救いであったが、起こ
　　　　してはいけないことという意識を持って向き合いたいと考えています。
　　　・家族としては家では一人だけの服薬なので様子が異なると思う。家でも声出し確
　　　　認をしながら、本人にも意識をしてもらえるようにしていきたいと思います。
　　　・複数人の薬の服薬を責任をもってやることに想像がつかないこともあり、責任も
　　　　ある業務だと思います。事故が起こってもいけないが難しい業務かと思います。

　　　グループホームでのお休みの過ごし方について
　　　・土日は作業がお休みで、１日はヘルパーさんと外出、1日はホームでゆっくり
　　　　過ごすことが多いです。
　　　・一人で外出できる方の中には公共施設の行事に参加する方もいらっしゃいます。
　　　・週末は帰宅をされる方もいらっしゃいますが、ご家族の加齢に伴って、帰宅の
　　　　機会や日数が減ってきているのが現状です。
　　　・グループホームとしては、適度な外出の機会を作っていきたいと考え、ガイド
　　　　ヘルパーの利用を勧めています。特に大型連休や年末年始などの長期休みの時
　　　　等は、部屋だけで過ごすより、短時間でも外出での気分転換や人との交流を楽
　　　　しみ、生活にメリハリができるようにと考えています。

　　　グループホームと生活介護の協力体制について
　　　・入浴に手厚い介助が必要な方は、日中に１階の生活介護で入浴支援を実施して
　　　　おり、時間がかかってもその人なりの自立に向かうようサポートしています。
　　　・昼間に複数の人数で支援できる体制になっていることで、様々なサポートを
　　　　協力してできる良い体制になっているように見えました。
　　　・建物内に職員室やデスクも多くマンパワーが集中していて安心だと感じました。

　　　グループホームを開所して１０年超の経過
　　　・グループホームのご利用者様の人数はシュクレサレ10名、HorteCosmo14名です。
　　　・開所以降、８割くらいの方は長い期間ご利用いただいており、一部の方は一人
　　　　暮らしやマンションタイプのホームへのステップアップ等で退所されました。
　　　・開所をして１０年以上経つということは年齢も１０歳上積みされているので
　　　　平均年齢もあがっている状況ではあります。その分、休日のお過ごしでも挙げ
　　　　たように、帰宅等の機会も減っているので、ホームで安心して過ごせる生活の
　　　　場を提供できるようにしていきたいと考えています。


